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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端側が接続対象物の端子に接触し、他端側が基板に接続される複数の接続端子と、外
部のグランド部に接触するアース端子と、各接続端子及びアース端子を保持するコネクタ
本体とを備え、基板に流れる電流をアース端子を介して外部のグランド部に接地するよう
にしたコネクタにおいて、
　前記コネクタ本体に設けられたアーム保持部に嵌入可能に形成されたアーム部を各接続
端子に設け、
　前記アース端子に、前記接続対象物のアース用端子に接触する所定の接続端子のアーム
部と接触する接触部を設け、該接触部を該アーム部と接触する方向に弾性変形可能に形成
した
　ことを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記アース端子に接続対象物と接触する方向以外の２以上の方向に突出するグランド接
触部を設けた
　ことを特徴とする請求項１記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記アース端子のグランド接触部を外部のグランド部と接触する方向に弾性変形可能に
形成した
　ことを特徴とする請求項２記載のコネクタ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話、デジタルカメラ、またはＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ）等の携帯機器に設けられた基板とバッテリー等の接続対象
物とを接続するためのコネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のコネクタとして、一端側が接続対象物の端子に接触し、他端側が基板に
接続された接続端子をコネクタ本体に備えるとともに、基板にアース端子を配置して、ア
ース端子を介して機器本体のグランド部にアース電流を接地するようにしたものが知られ
ている。
【０００３】
　しかしながら、従来のコネクタでは、基板にアース端子を配置するためのスペースが必
要となるので、基板を大きく形成しなければならないという問題点があった。また、コネ
クタとは別にアース端子を実装しているので、組立時に接続する部品点数が多くなり、接
触不良を生じる要因が増えるという問題点もある。
【０００４】
　そこで、コネクタ本体にアース端子を設け、基板から流れるアース電流を機器本体のグ
ランド部に接地するようにしたものが知られている（例えば特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００１－２４４０３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、コネクタ本体にアース端子を配置しても、基板上にアース端子と接触す
るためのスペースが必要となり、結果として基板を大きく形成しなければならず、携帯電
話のような小型の機器に適した大きさの基板を取付けられないという問題点があった。
【０００６】
　本発明は前記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、基板にア
ース端子を接続するためのスペースを必要としないコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前記目的を達成するために、一端側が接続対象物の端子に接触し、他端側が
基板に接続される複数の接続端子と、外部のグランド部に接触するアース端子と、各接続
端子及びアース端子を保持するコネクタ本体とを備え、基板に流れる電流をアース端子を
介して外部のグランド部に接地するようにしたコネクタにおいて、前記コネクタ本体に設
けられたアーム保持部に嵌入可能に形成されたアーム部を各接続端子に設け、前記アース
端子に、前記接続対象物のアース用端子に接触する所定の接続端子のアーム部と接触する
接触部を設け、該接触部を該アーム部と接触する方向に弾性変形可能に形成している。
                                                                        
【０００８】
　これにより、アース端子はコネクタ本体に実装されるとともに、接続対象物のアース用
端子に接触する接続端子に接触していることから、接続対象物から流れるアース電流がコ
ネクタ本体に実装されたアース端子を介して外部のグランド部に接地する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、接続対象物から流れるアース電流がコネクタ本体に実装されたアース
端子を介して外部のグランド部に接地するので、基板にアース端子を接続するためのスペ
ースが必要なくなり、基板を小型化することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１０】
　図１乃至図６は本発明の一実施形態を示すもので、図１はコネクタの前面側斜視図、図
２はコネクタの背面側斜視図、図３はコネクタの分解斜視図、図４はコネクタの背面図、
図５はコネクタの取付状態を示す背面図、図６はコネクタの取付状態を示す側面断面図で
ある。
【００１１】
　このコネクタ１０は、コネクタ本体１１と、複数の接続端子２０と、アース端子３０と
から構成されている。なお、本実施形態において、コネクタ１０は携帯電話等の機器に備
えられ、基板４０とバッテリー５０とを電気的に接続するためのものである。
【００１２】
　コネクタ本体１１は合成樹脂の成形品からなり、前面には各接続端子２０が配置される
第１、第２及び第３の端子孔１１ａ，１１ｂ，１１ｃを幅方向一列に有している。また、
コネクタ本体１１の幅方向一端側には、アース端子３０を保持するための複数の保持孔１
１ｄが互いに上下及び幅方向に所定の間隔をおいて設けられている。さらに、各保持孔１
１ａ，１１ｂ，１１ｃの幅方向両端側には、後述する各接続端子２０の一対のアーム部２
６を保持するための複数のアーム保持部１２が設けられている。さらに、コネクタ本体１
１の背面には、基板４０を支持する複数の支持部１３が各端子孔１１ａ，１１ｂ，１１ｃ
の間に設けられており、各端子孔１１ａ，１１ｂ，１１ｃの下部には、幅方向に所定の長
さを有する底面保持部１４が設けられている。
【００１３】
　各接続端子２０は導電性の金属板からなり、図３及び図６に示すように、その下端側に
両端側がそれぞれ上方に延びるようにＵ字状に屈曲した第１の屈曲部２１を有するととも
に、その一端側には一部が前方に突出するように屈曲した接触部２２が設けられている。
また、各接続端子２０の上端側には、両端側がそれぞれ下方に延びるようにＵ字状に屈曲
した第２の屈曲部２３が設けられ、その下端側には後方に向かって延びる底面部２４が設
けられている。これにより、接触部２２は、第２の屈曲部２３を支点として前後方向に弾
性変形することが可能である。また、各接続端子２０の他端側には、先端が上方に向けて
突出した基板接続部２５と、上下方向中央部分の幅方向両端から前方に屈曲する一対のア
ーム部２６とが設けられている。
【００１４】
　アース端子３０は導電性の金属板からなり、前端側に各保持孔１１ｄの位置に対応して
前方に突出した複数の突出片３１を有し、上端側及び下端側には幅方向に屈曲しながら上
方及び下方にそれぞれ延びる一対のグランド接触部３２が設けられている。この場合、各
グランド接触部３２は、屈曲部分を支点として上下に弾性変形することが可能である。ア
ース端子３０は、各保持孔１１ｄの位置に対応した各突出片３１を各保持孔１１ｄにそれ
ぞれ挿入することにより、コネクタ本体１１の幅方向一端側に保持される。また、アース
端子３０の幅方向一端側には、コネクタ本体１１の他端側（接続端子２０側）に向かって
屈曲しながら延びる接触片３３が設けられている。ここで、接触片３３は、屈曲部分を支
点として他端側方向に弾性変形することが可能である。
【００１５】
　以上のように構成されたコネクタ１０において、図２及び図３に示すように、各接続端
子２０の一対のアーム部２３及び底面部２４をコネクタ本体１１の各アーム保持部１２及
び底面保持部１４に嵌入するとともに、アース端子３０の各突出片３１をコネクタ本体１
１の各保持孔１１ｄに嵌入することにより、各接続端子２０及びアース端子３０がコネク
タ本体１１に保持される。このとき、各接続端子２０の接触部２２がコネクタ本体１１の
前面から突出し、アース端子３０の各グランド接触部３２がコネクタ本体１１の上面及び
下面からそれぞれ上方及び下方に突出する。また、図４に示すように、第３の端子孔１１
ｃに配置される接続端子２０にはアース端子３０の接触片３３が直接接触している。これ
により、第３の端子孔１１ｃに配置される接続端子２０を流れる電流がアース端子３０に
通電する。
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【００１６】
　次に、図５及び図６に示すように、コネクタ１０は、基板接続部２５が基板４０に設け
られたスルーホール４１を挿通した状態で半田４２を用いて半田付けされるとともに、各
接続端子２０の接触部２２がバッテリー５０に設けられた複数の端子５１にそれぞれ接触
する。これにより、バッテリー５０と基板４０とがコネクタ１０を介して電気的に接続さ
れる。なお、第１の端子孔１１ａに配置された接続端子２０の接触部２２は、バッテリー
５０の給電用の端子５１と接触し、第２の端子孔１１ｂに配置された接続端子２０の接触
部２２は、他の端子５１に接触する。また、第３の端子孔１１ｃに配置される接続端子２
０の接触部２２はバッテリー５０のアース用端子５１に接触しており、基板接続部２５は
基板４０の接地パターン等のアース電極（図示せず）に接続されている。ここで、コネク
タ１０の上方及び下方に存在する機器本体のグランド部６０にはアース端子３０の各グラ
ンド接触部３２がそれぞれ接触しているので、バッテリー５０のアース用端子５１から流
れるアース電流は第３の端子孔１１ｃに配置される接続端子２０の接触部２２及びアース
端子３０を介して機器本体のグランド部６０に分散して接地される。これにより、バッテ
リー５０から流れるアース電流はコネクタ１０に設けられたアース端子３０を介して接地
されるので、基板４０にはアース端子３０を接続するためのスペースを設ける必要がない
。また、アース端子３０のグランド接触部３２がコネクタ１０の上方及び下方に突出して
いるので、バッテリー５０から流れるアース電流が、コネクタ１０の上方及び下方に存在
する機器本体のグランド部６０に分散して接地する。
【００１７】
　このように、本実施形態のコネクタによれば、アース端子３０をバッテリー５０のアー
ス用端子５１に接触する所定の接続端子２０に接触するように設けたので、バッテリー５
０から流れるアース電流を接続端子２０の接触部２２を介してアース端子３０に流すこと
ができ、機器本体のグランド部６０にアース電流を接地させることができる。従って、基
板４０にアース端子３０を接続するためのスペースを設ける必要がなく、基板４０を小型
化することができる。
【００１８】
　また、アース端子３０のグランド接触部３２をバッテリー５０と接触する方向以外の２
以上の方向に突出するように設けたので、バッテリー５０から流れるアース電流を、アー
ス端子３０のグランド接触部３２を介して上下方向に分散して筐体のグランド部６０に接
地させることができ、機器本体のグランド部６０がコネクタ１０の上方または下方のみに
存在する場合でも上下方向一方のグランド接触部３２を介してアース電流を接地すること
ができる。従って、機器本体のグランド部６０の形状による制約を受けずに確実にアース
電流を接地することができる。
【００１９】
　さらに、アース端子３０のグランド接触部３２を機器本体のグランド部６０と接触する
方向に弾性変形するように形成したので、コネクタ１０と機器本体のグランド部６０との
間で接触位置の微小な位置ずれが生じた場合でも、グランド接触部３２が機器本体のグラ
ンド部６０の形状に合わせて弾性変形するので、グランド接触部３２を確実に機器本体の
グランド部６０に接触させることができる。従って、機器本体のグランド部６０に接触さ
せるための部材をアース端子３０のグランド接触部３２に設ける必要がないので、低コス
トで確実にアース電流を接地することができる。
【００２０】
　さらに、アース端子３０の接触片３３を第３の端子孔１１ｃに配置される接続端子２０
と接触する方向に弾性変形するように形成したので、第３の端子孔１１ｃに配置される接
続端子２０の位置に前後方向への微小な位置ずれが生じた場合でも、接触片３３が当該接
続端子２０の位置ずれに合わせて弾性変形するので、接触片３３を確実に接続端子２０に
接触させることができる。従って、確実にアース電流を接地させるために接続端子２０と
アース端子３０とを一体に形成した部材等を新たに設ける必要がないので、低コストで確
実にアース電流を接地することができる。
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【００２１】
　なお、前記実施形態では、バッテリーを接続対象物としてコネクタ本体１１に実装され
た接続端子２０を介して基板４０に給電するものを示したが、他のコネクタや基板を接続
対象物とすることにより、基板との間で電気信号を送受信するようにしてもよい。
【００２２】
　さらに、前記実施形態では、一対のグランド接触部３２をコネクタ１０の上下方向に突
出させたものを示したが、機器本体のグランド部の形状に合わせるために、グランド接触
部をコネクタ１０の他の方向に向けて突出させるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態によるコネクタの前面側斜視図
【図２】コネクタの背面側斜視図
【図３】コネクタの分解斜視図
【図４】コネクタの背面図
【図５】コネクタの取付状態を示す背面図
【図６】コネクタの取付状態を示す側面断面図
【符号の説明】
【００２４】
　１０…コネクタ、１１…コネクタ本体、２０…接続端子、２２…接触部、２５…基板接
続部、３０…アース端子、３２…グランド接触部、３３…接触片、４０…基板、５０…バ
ッテリー、５１…端子、６０…機器本体のグランド部。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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